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論文内容の要旨

D Ç;;; R Ç;;; A を可換，被約な環であって Dはネータ一環かっ A は D上有限生成であるようなものと

する。このとき R が再び D上有限生成となるための条件について考察する。この目的のために，まず

Rの部分集合Ao (R) を次のように定義する。

Ao (R) =1 aE RI Ra は D上有限生成 I Ul 0 I 

このとき以下の 2 つの事実が成立する。

補題 1 Ao (R) は Rの根基イデアルであって Rの正則元を含む。

補題 2 (1) Rの素イデアル P に対し， Rp がD上の局所域であるための必要十分条件はAo (R) が P に

含まれないことである。

(2) Dの素イデアルp~こ対し， Rp がD p上有限生成であるための必要十分条件は Ao (R) ハ Dがpに含

まれないことである。

この 2 つの補題より次の定理を得る。

定理 3 次の条件は互いに同値である。

(1) R は D上有限生成である。

(2) 任意の Rの素イデアル P に対し Rp は D上の局所域である。

(3) 任意の Dの素イデアル p に対し Rp は D p上有限生成で、ある。

以下においては ， Dは擬幾何学的環でありかっ D上の正規局所域はすべて解析的既約とする。また，

D, R, Aは整域とし，各々の商体での整閉包を D'， R', A' で表わすものとする。このとき次が成立す

る。

-12 -



補題 4 R' の素イデアルP' に対し， Rp'nR がネータ一環かっP' が D'に関して次元公式を満たすなら

ば R~ ，は D上の局所域である。

以上の考察より次の定理を得る。

定理 5 次の条件は互いに同値である。

(1) R は D上有限生成である。

(2) R は局所ネータ一環かつ D' と R'の聞に次元公式が成り立つ。

(3) 任意の R'の極大イデアルM' に対し， RM'nR はネータ一環かっM'は D' に関して次元公式を満た

す。更に以下の諸定理を導くこともできる。

主里 6 R は局所ネータ一環かっ R'の任意の極大イデアルM' に対し， R'上の局所域SでR白，を支配

しかっその極大イデアルがD' に関して次元公式を満たすようなものが存在するならばRは D上有限生

成である。

系 7 R は局所ネータ一環かっ SpecA' → Spec R' が全射ならば R は D上有限生成である。

定理 8 任意の Dの非零元 a に対し， Daのクルル次元は Dのクルル次元に等しいとする。 Rが局所

ネータ一環かっRノが等次元ならばR は D上有限生成である。

論文の審査結果の要旨

k を体とし， A を k 上有限生成な環， R を k を含む Aの部分環とする。そのとき， どのような条件

のとき Rはまた k 上有限生成になるかと問うのは，ごく自然な設問であり，多くの著名な数学者が，

この種の研究に従事してきた，小野田君もまた先に吉田君との共著論文においてこの問題をとりあげ，

1 つの興味深い結果を得たが，同君はその成果に満足することなく，更に進んで k が体でなく，擬幾

何的整域である場合にまで考察の範囲を広めて得たのが本論文である。以下その内容について，やや

詳しく述べる。

R をべき零元を含まない環， D をその部分環とする Ra がD上有限生成になるような元a の集合に 0

を添加した集合を Ao (R) と表わす， Ao(R) は Rの根基イデアルになることが示されるが， RがD 上

有限生成な環の部分環であるかどうかの判定は ， Ao (R) が正則元を含むかどうかによってなされる。

この論文の 1 つの見所は，このイデアル Ao (R) がいかに巧に使われているかにある。たとえば R が D

上有限生成であるという性質は，その局所化がまた D上有限生成的であることで判定されるという結

果は，その 1 つの例である。さて D として D上有限生成的正規局所整域が，つねに解析的に既約であ

るような，擬幾何学的環とし ， Ao (R) が正則元を含むとする，そのとき R がD上有限生成であるため

には， R が局所ネータ一環であり，かつどの極小素イデアル P (CR) についても， (D/pn D) ノと

(R/P) ，の聞に次元公式が成りたつことが必要且十分でトあることが示される( ，は商体における整閉

琶を表わす)。また dimDa=dimD がDのどの元 a (キ 0) についても成りたつとすれば，上の後半の条

件はもっと簡単に R'のどの極大イデアルも同じ次元をもつことでおきかえられる。これらは Dが体で
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ある場合の自然な拡張であるのみならず，先人の得た結果のうちいくつかをも含むものである。

以上のような考察より 本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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